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砂糖の貿易自由化lに備えて､日本政府では ｢沖縄産額

政府買入れ特別措匝法｣を制定 し､糖 t面が著 る しく下落

し生産賞を割 った場合貝上げを実施する方針のよ うであ

るが､その際原料燕茎 のjヨ上価格に もえいきょうするこ

とは当然である｡この原料熊茅の買上価格決定に当 って

は資料 として生産要望調香;陪累が取 り上げ られ､その精密

度 とい うことが問題 となる｡ したが って生産班調査の栢

番を期する上か ら各班目についての十分な研究が必要 と

な ってくる｡そこで次に股林省の生産致調査を参考に し

て甘庶生産於調香における肥料7Enの辞定について紹介 し

よう｡
肥料於は調香開始前に予め調査作物に使用するために

進僻せ られた肥料､および計妄貫期間中に調査作物に使用

するために岬入 し､又は自給生産 した ものの金星につい

て調香 し､生起'E2の計要事においては調香作物に実際に使

用せ られた分のみを計上する｡肥料TPfは脈入肥料 と自給

肥料に分けて調香するが､耶入､自給の区分は榔入 した

か､自給 したかの区二分であるか ら人焚尿や草木灰のよ う

な もので も榔入 した時は恥‡入JE料 として取扱 う｡河川や

沼沢等の肥上を客土 した場合は､その採取､避搬の致用

及び労相二浮につ き把用価を計辞 し､肥料鞍に計上 しその

圃場内での地均 し労伽は施肥労伽として労t勤於に計上す

る｡

※ 購 入 肥 料 翼

これはその賦入代金に肥料の閑人に要 した迎f3､手数

料､手間E3 (例えば肥料引取の手間賃及び共同郷人の時

の肥料分配労鋤等をその月の通'rFF,'の臨時屈f2銀で評t面す

る)､但 し無 折で入手 した肥料については赦免を計上す

るがその価格は評価 しない｡肥料の引取に要 した諸費用

が肥料の飽満毎に分r別困難な場合は一寸吉して調香字をに記

入 し他の作物に虻用された分をEljFによ って按分 Li空除する｡

※ 自 給 肥 料

自給犯例の雌脇はその生産のために要 した'陛用価 (坐

産空竺)によ って計辞する｡自給肥料の数塁は原則 として

生産当時の数塁 に換算 して記入する｡

⑳自家の人糞尿､家事 よ りの残 し物 (台所の魔賀物､

釈)等の無市価物はその ものにつ いて原則 として見)的ら

ないが､都市近郊 における野菜生産地のよ うにその地方

で一般に売買せ られ又自家の もの も商品化 し得 る地方で

は時価によ って評価する｡ (無市価物の場合で もその蒐

;恥､汲取等の労鋤は貸金に見依 って自給肥料哲 として計

上する)

⑨自給肥料の材料 とされる作物の策辞､茎葉等の副産

物の うちその地力で取引 きされる有市価物についてはそ

の生産当時の時価によ り評価 し全然取引のない無而価物

については数塁のみ記入 し､その価観は計上 しない｡

⑨自給佳∃料の材料 とされる野草､落葉等はその採取の

ために特別の竺せ相を輩 しない限 り評価せずその刈取以後

の労刀､戯只等の三日用のみを計許 し自給肥料'控に計上す

る｡

㊨前作が糸表肥の場合はその緑肥生産塁 (地下部 も見拭

って計算する)をそのまま言己入するが上部を刈取 って他

の耕地に施すよ うな場合は地上部 と地下部の肥効上の割

合などを適当に見祈 ってその残留分の見毛写塁を計辞する

地下部の数塁が判明 しない場合は地上部2に対 し地下部1

の割合で計算する｡緑肥の評価については別に ｢緑肥空と

用価計算表｣による｡

⑤海草 ､生草等の採集のため臓利金を払 った域F合､一

定期間についての採斗圭の梅締j金である場合はその採雑物

は自給肥料 とみその権利金は一種の地代 と考 え壬生用価に

罪人する｡

(珍第三者又は公共の場所で刈取 った生革で も三輪供の も

のは自給肥料 とする｡

壇)坑土を間脇以外でやいて搬入す る場合は自給肥料 と

してその致用価を計罪するが､間場内の航土は土地改良

とみな して所要材料 とし､労殿けま管腰労働 とする｡

(池 原 其 -)
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